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写真提供／理事　坂本 正志

会員数　男／338人　女／248人　合計／586人（令和5年２月末現在）

秋景ー八條親水公園

公益社
団法人

センターを私たちのもの
として考えます。

私たち会員は
共に仲良く働きます。

センターを私たちの力で
そだてます。

私たち会員は
お互いに助け合います。
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新
春
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
シ

ル
バ
ー
事
業
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
か

ら
、
40
年
目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
、
市
民
の

皆
様
、
民
間
企
業
の
皆
様
、
そ
し
て
八
潮
市

を
は
じ
め
県
、
国
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
58
年

（
1
9
8
3
年
）
７
月
に
「
八
潮
市
高
齢
者

事
業
団
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
に
は
「
社
団
法
人
八
潮
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
、
平
成
24
年

（
2
0
1
2
年
）
に
は
「
公
益
社
団
法
人
八

潮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
な
り
、

設
立
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
に
、
公
益
法
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

「
公
益
」
と
い
う
文
字
が
示
す
通
り
、
仕
事

を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
は

勿
論
の
こ
と
、
地
域
か
ら
の
信
頼
を
高
め
る

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
、
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
は
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
「
会
員
の
皆
様
が
働
く
喜
び
を

分
か
ち
合
え
る
セ
ン
タ
ー
」
、
そ
し
て
「
市

民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
、
八
潮
市
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
セ
ン
タ
ー
」
、
そ
の
よ
う
な

魅
力
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

一
方
、
今
年
度
の
事
業
の
実
績
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
度
と
比
べ
、
契
約
件
数
が
伸

び
を
み
せ
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
就

業
開
拓
の
日
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
就
業
先

の
確
保
や
就
業
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
就
業
機
会

を
提
供
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
「
安
全
就
業
」

は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
会
員
の

皆
様
が
安
全
・
安
心
な
就
業
環
境
で
お
仕

事
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し

た
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
」
を
中

心
に
今
ま
で
以
上
に
啓
発
活
動
や
見
守
り

活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
を
願
っ

て
、
全
会
員
の
皆
様
に
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
「
安

全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
や
交
通
安
全
用
の

ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
付
、
自
転
車
安
全
運
転
講

習
の
開
催
な
ど
安
全
就
業
の
徹
底
や
安
全

対
策
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
高

齢
者
の
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
草
加
警
察
署
と
協

定
を
結
び
、
交
通
事
故
防
止
活
動
や
犯
罪

被
害
防
止
活
動
な
ど
お
互
い
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
う
さ
ぎ
年
」
で
あ
り
ま
す
。

「
う
さ
ぎ
」
は
跳
躍
す
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
「
飛
躍
の
年
」
と
な
る
よ

う
、
よ
り
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
後
も
、
会

員
の
皆
様
お
一
人
、
お
一
人
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
「
安
全
第
一
」
、
「
健
康
第
一
」
を

基
本
に
、
役
員
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
シ

ル
バ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
セ
ン
タ
ー
の
限
り
な
い
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
し
、
新
春
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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兼
事
務
局
長

新
春
に
当
た
っ
て
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会
員
拡
大
部
会
で
は
シ
ニ
ア
健
康
体
操
会
場
で

の
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
拡
大
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
・
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

　
・
路
線
バ
ス
内
広
告
掲
示

　
・
電
柱
広
告
掲
示

　
・
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー    

　
　

ジ
」
へ
の
バ
ナ
ー　

　
　
広
告
掲
載

　

・
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア　

　
　

ネ
ッ
ク
ス
で
の
動
画

　
　
広
告
放
映 会

員
拡
大
事
業

　

今
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
で

は
、
巡
回
指
導
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
含
め
５
回

に
わ
た
り
、
安
全
就
業
に
つ
い
て
検
討
・
指
導
し

ま
し
た
。

第
1
回　
「
事
故
発
生
状
況
及
び
安
全
就
業
遵
守
義
務
違
反
取
扱

　
　
　
　
基
準
の
運
用
に
つ
い
て
」

第
2
回　
７
月
２２
日（
金
）（公
財
）い
き
い
き
埼
玉
主
催「
安
全
就
業

　
　
　
　
推
進
大
会
」出
席（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

第
3
回　
１０
月
１２
日（
水
）「除
草・植
木
就
業
現
場
の
巡
回
指
導
」

第
4
回　
１１
月
４
日（
金
）（公
財
）い
き
い
き
埼
玉
主
催「
令
和
４
年
度

　
　
　
　
安
全・適
正
就
業
研
修
」出
席（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

第
5
回　
２
月
１５
日（
水
）（公
財
）い
き
い
き
埼
玉
主
催「
令
和
4
年

　
　
　
　
度
安
全
就
業
指
導
者
会
議
」出
席（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

安
全・適
正
就
業
推
進
委
員
会

　

令
和
５
年
２
月
８
日（
水
）、自
転
車
安
全
運
転
講
習

が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
、合
計
１

５
名
の
会
員
が
参
加
し
、安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
や

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
実
際
に
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
の
た
め
、密
に
な
ら
な
い

よ
う
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
屋
外

で
講
習
を
行
い
、感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。　

自
転
車
安
全
運
転
講
習

　
令
和
4
年
11
月
11
日（
金
）
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、

専
務
理
事
が
八
潮
市
長
を
訪
ね
、
来
年
度
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
等

に
つ
い
て
の
要
請
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
対
し
て
、
国
や

市
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
や

事
業
展
開
な
ど
を
踏
ま
え
、
今

後
も
高
齢
者
が
地
域
社
会
の
中

で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
補
助
金

や
新
規
業
務
に
つ
い
て
特
段
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

接
遇
研
修

　

令
和
４
年
12
月
８
日(

木)

、
令
和
５
年
２
月
22
日

(

水)

に
接
遇
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
合
計
29
名
の
会

員
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
３
密
」

を
避
け
る
た
め
、
対
面
に

よ
る
研
修
で
は
な
く
、
テ

レ
ビ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
と
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
の
皆
さ
ん

は
テ
レ
ビ
画
面
に
映
る
講

師
の
話
に
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

要
請
活
動

　

令
和
４
年
９
月
13
日（
火
）、

草
加
警
察
署
と
標
記
の
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す

る
高
齢
者
を
交
通
事
故
や
特
殊

詐
欺
等
の
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

活
動
に
つ
い
て
草
加
警
察
署
と

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
高
齢
者
を
交
通
事
故
や

犯
罪
被
害
か
ら
守
る
活
動

に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
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(1)調査目的
　本調査は、民間・個人の発注者（お客様）に対して、会員の接客態度や仕事の出来
栄え等お客様の満足度を調査し、サービスの向上・改善を目指すため、実施したもの
である。
(2)調査期間　令和５年１月
(3)調査対象　令和４年12月分請求書送付の民間発注者
(4)送 付 数　116通
(5)回 答 数　82通（70.68％）
①接客態度・就業態度
　満足・やや満足を合わせると全体の75％を超え、全体の４分の３が満足感を得てい
る。一方で、２件（２.４％）が、やや不満・不満と回答している。
②服装・身だしなみはいかがでしたか
　全体の概ね３分の２が満足・やや満足と回答し、３分の１は普通と回答している。
やや不満・不満の回答はなかった。
③仕事の出来栄えはいかがでしたか
　約８割が満足・やや満足と回答し、それぞれ普通の回答数を上回っている。一方１
件が不満と回答している。
④今後もシルバーを利用したいと思いますか
　約99％が今後も利用したいと回答し、利用したいと思わない回答はなかった。

(1)調査目的
　本調査は、会員に対して、就業状態や仕事の満足度などを調査し、今後の就業開拓や
魅力的なセンターづくりに役立てるため、実施したものである。
(2)調査期間　令和４年３月から令和４年４月まで
(3)調査対象　令和４年３月末時点での登録会員
(4)送 付 数　632名
(5)回 答 数　361名（57.12％）
①現在の就業状態について
令和３年度に比べ就業会員数・就業率共に増加し、約90％の会員が就業している。
◎就業中の会員
　仕事内容をどう感じていますか
　48.３％の会員が満足・やや満足と回答しており、その割合は前年度より減少してい
る。一方で、「やや不満」と答えた会員は増加し、約10％である。
◎未就業の会員　　
　就業に結びつかない理由
　令和３年度に比べ、「病気・加齢」を理由に就業に結びつかない会員が増加してい
る。一方で、「希望する仕事が無い」と答えた会員は減少している。
②全体的な満足度を教えてください
　全体の約91％の会員が普通以上と答えており、満足・やや満足は45.４％を占めてい
る。一方、やや不満と答えた会員が令和３年度より増加し、不満と合わせて６.６％と
なっていることから、魅力的なセンターづくりのため、相談にはより細やかに対応する
等、会員の不満解消に努める必要がある。

顧客満足度アンケート報告書（お客様満足度調査）

会員アンケート報告書（会員満足度調査）
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改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
自
転
車
の
運
転
者
は
年
齢
問
わ
ず
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
際
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ
り
死
亡

す
る
割
合
が
半
減
す
る
（
警
視
庁

Ｈ
Ｐ
）
こ
と
か
ら
、
自
転
車
に
乗

る
時
は
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
適
正
就
業
を

推
進
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
派
遣
業
務
で
は
、
請
負
や
委
任
で

は
対
応
で
き
な
か
っ
た
「
発
注
者
の
従
業
員
と

の
混
在
作
業
」
や
「
指
揮
命
令
を
受
け
る
作
業

」
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
こ
れ
に
よ
り
就
業

の
拡
大
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
ー
パ
ー
で
の
品
出

し
、
お
惣
菜
の
パ
ッ
ク
詰
め
、
事
務
所
等
の
清
掃

な
ど
を
派
遣
事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
派
遣
業
務

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
的
孤
立
を

防
止
し
、
心
身
の
健
康
維
持
や
介
護
予
防
の
た
め
、
健
康
づ
く

り
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
の
趣
味
活
動
な
ど
を
行
う
、
高
齢

者
の
交
流
の
場
で
す
。

　

お
一
人
で
も
、
是
非
お
寄
り
く
だ
さ
い

日
時…

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

　
　
　

４
時
ま
で
（
祝
日
を
除
く
）

会
場…

八
潮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内

問
い
合
わ
せ…

0
4
8
―

9
9
5
―

5
8
1
7

利
用
料
金…

1
人
1
0
0
円

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家「
カ
フ
ェ
し
お
ど
め
」

　

会
員
の
皆
様
の
安
全
就
業
を
推
進
す
る
た
め
、
携
帯
用
の
安

全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
安
全
就
業
の
心
得
の
他
、
就
業
に
関

係
す
る
ケ
ガ
の
予
防
策
な
ど
、
役
立
つ
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
業
時
及
び
セ
ン
タ
ー
来
訪
時

に
は
携
帯
し
、
常
に
安
全
就
業
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

安
全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
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会
員
の
皆
様
が
就
業
し
た
対
価
と
し
て
受
け
取
る
配
分
金

は
、
賃
金
で
は
な
い
の
で
消
費
税
（
10
％
）
を
含
ん
で
い
ま

す
。
た
だ
し
、
派
遣
就
労
の
方
は
賃
金
で
す
の
で
、
消
費
税
を

含
み
ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」
が
導
入
さ
れ
、
派
遣
就
労
の
会
員
を
除

き
、
就
業
会
員
全
員
が
税
務
署
に
「
適
格
事
業
者
登
録
」
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
セ
ン
タ
ー

が
負
担
す
る
消
費
税
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
後
セ
ン

タ
ー
か
ら
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保険制度の紹介
団 体 保 険

熱中症見舞金制度

　シルバー人材センターでは会員
の方が安心して働けるよう各種保
険制度に加入しています。

●団体保険
１．団体傷害保険
　就業途上または就業中にけがを
した場合、医療機関での治療が終
わった後に一定額の保険金を請求
できます。
（１）保険金
　①通院日数に対して１日あたり
3,000円。

　　但し、90日間が上限。
　②入院日数に対して1日あたり
5,000円。

　　但し、180日間が上限。
　③死亡または後遺障害に対して上
限900万円。

　以上の保険に加入しております。
（２）適用範囲
　就業中または就業途上でのケガ
のため仕事を休み、治療のため入院
や通院をした日数に応じ保険が適用
となります。就業が可能になってか
らの治療、自動車やバイクの運転中
のケガは保険の適用外です。

2．団体賠償責任保険
　就業中に誤って他人の財物等を
壊してしまった場合、保険で賠償で
きる場合があります。

●熱中症見舞金制度
　就業途上または就業中に熱中症
にかかった場合に見舞金を請求でき
ます。
（１）通院加療　5,000円
（２）入院（1泊2日）
　　見舞金　3万円
（３）入院（2泊3日以上）
　　見舞金　5万円
（４）死亡見舞金　10万円

　詳しいことはシルバー人材セン
ター事務局までお問い合わせくだ
さい。☎048-995-5817

－6－

　
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
た
業
務
の

就
業
中
や
就
業
の
行
き
帰
り
に
お

け
る
事
故
等
で
「
ケ
ガ
」
を
し
た

場
合
は
す
ぐ
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
会
員
本
人
の
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
治
療
が
す
べ
て
完
了
し
て
か
ら
の
保
険
の
請
求
手

続
き
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
の
運
転
中

や
、
仕
事
に
復
帰
し
て
か
ら
の
通
院
は
、
原
則
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

事
故
に
あ
っ
て

　
し
ま
っ
た
際
の
対
応

事
故
に
あ
っ
て

　
し
ま
っ
た
際
の
対
応
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新
春
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
シ

ル
バ
ー
事
業
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
か

ら
、
40
年
目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
、
市
民
の

皆
様
、
民
間
企
業
の
皆
様
、
そ
し
て
八
潮
市

を
は
じ
め
県
、
国
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
58
年

（
1
9
8
3
年
）
７
月
に
「
八
潮
市
高
齢
者

事
業
団
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
に
は
「
社
団
法
人
八
潮
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
、
平
成
24
年

（
2
0
1
2
年
）
に
は
「
公
益
社
団
法
人
八

潮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
な
り
、

設
立
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
に
、
公
益
法
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

「
公
益
」
と
い
う
文
字
が
示
す
通
り
、
仕
事

を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
は

勿
論
の
こ
と
、
地
域
か
ら
の
信
頼
を
高
め
る

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
、
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
は
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
「
会
員
の
皆
様
が
働
く
喜
び
を

分
か
ち
合
え
る
セ
ン
タ
ー
」
、
そ
し
て
「
市

民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
、
八
潮
市
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
セ
ン
タ
ー
」
、
そ
の
よ
う
な

魅
力
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

一
方
、
今
年
度
の
事
業
の
実
績
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
度
と
比
べ
、
契
約
件
数
が
伸

び
を
み
せ
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
就

業
開
拓
の
日
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
就
業
先

の
確
保
や
就
業
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
就
業
機
会

を
提
供
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
「
安
全
就
業
」

は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
会
員
の

皆
様
が
安
全
・
安
心
な
就
業
環
境
で
お
仕

事
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し

た
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
」
を
中

心
に
今
ま
で
以
上
に
啓
発
活
動
や
見
守
り

活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
を
願
っ

て
、
全
会
員
の
皆
様
に
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
「
安

全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
や
交
通
安
全
用
の

ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
付
、
自
転
車
安
全
運
転
講

習
の
開
催
な
ど
安
全
就
業
の
徹
底
や
安
全

対
策
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
高

齢
者
の
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
草
加
警
察
署
と
協

定
を
結
び
、
交
通
事
故
防
止
活
動
や
犯
罪

被
害
防
止
活
動
な
ど
お
互
い
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
う
さ
ぎ
年
」
で
あ
り
ま
す
。

「
う
さ
ぎ
」
は
跳
躍
す
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
「
飛
躍
の
年
」
と
な
る
よ

う
、
よ
り
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
後
も
、
会

員
の
皆
様
お
一
人
、
お
一
人
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
「
安
全
第
一
」
、
「
健
康
第
一
」
を

基
本
に
、
役
員
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
シ

ル
バ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
セ
ン
タ
ー
の
限
り
な
い
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
し
、
新
春
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
会
員
は
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
、ま

た
は
遂
行
し
、働
い
た
仕
事
の
内
容
に
応

じ
て「
配
分
金
」を
受
け
取
り
ま
す
。

●
会
員
は
、公
平
な
就
業
機
会
を
得
る
た

め
に
、通
常
ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り
就
業

し
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
は
、雇

用
で
は
な
い
の
で
、労
災
保
険
等
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

万
一事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、シ
ル
バ
ー

団
体
傷
害
保
険
等
で
対
応
し
ま
す
。

●
仕
事
を
す
る
会
員
と
仕
事
を
依
頼
し
た

方
と
の
間
に
は
、雇
用
関
係
は
発
生
し
ま

せ
ん
。

●
会
員
は
臨
時
的
、短
期
的
に
働
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、交
代
で
就
業
し
ま

す
。

●
高
齢
者
の
安
全
に

配
慮
し
て
危
険
、有

害
な
仕
事
は
お
請

し
か
ね
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
場
面
で
マ
ス

ク
の
着
用
を
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
国
は
、
本
年
３
月
13
日
以

降
、
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
個
人
の
判
断
を
基
本
と

し
、
本
人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス

ク
の
着
脱
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
配
慮
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
高
齢
者
な
ど
重
症
化

リ
ス
ク
が
高
い
方
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
時
、
医
療

機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
へ
訪
問

す
る
時
、
混
雑
し
た
電
車
・
バ
ス

に
乗
車
す
る
時
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
が
効
果
的
で
あ
る
と
し
て
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
医
療
機
関
や
高
齢
者
施

設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
や

従
業
員
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め

る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

●
手
工
芸
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
た
い
方
を
募

　

集
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
セ
ン

　

タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
セ
ン
タ
ー
内
に
は「
会
員
作
品
展
示
コ
ー

　

ナ
ー
」を
設
置
し
、広
く
会
員
の
皆
さ
ん

　

に
ご
覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
員
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
く
場
合
は…

仕
事
を
発
注
す
る
に
あ
た
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

－7－

事務局からのお知らせ

　●
取
次
所
に
つ
い
て

　
　

市
内
5
か
所
に
取
次
所
の
設
置
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

取
次
所
で
は
会
員
の
入
会
に
関
す
る
資
料
の
設
置
や
配
布
、
セ
ン

タ
ー
広
報
紙
の
配
布
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　●
会
員
登
録
情
報
変
更
に
つ
い
て

　
　

住
所
（
一
時
的
な
も
の

を
含
む
）
・
電
話
番
号
・

携
帯
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
・
緊
急
連
絡
先
・
健

康
状
態
等
、
会
員
情
報
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

遅
滞
な
く
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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三
年
越
し
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
第
八
波
を
数
え
、
社
会
経
済

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
基
本

的
に
個
人
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等

の
「
第
五
類
」
に
引
き
下
げ
る
等
の
報

道
が
あ
り
ま
す
が
、

気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
日
常
生
活
を
送

り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
広
報
部
会
）

広報部会

役職 氏名

部会長

副部会長

部会員

部会員

部会員

小野寺　曻

坂本　正志

千葉　賢一

鎌田 すみ子

関根　孝子

－8－

ゴ
ー
ル
ド
会
員
の
紹
介

賛
助
会
員
の
紹
介

会
員
表
彰

就
業
会
員
の
募
集

名取　敏正

佐藤　勝利

明山　郷子

金子　サツ

鈴木　憲一

大山　正子

草野　トヨ

湯浅　弘孝

鈴木　義秋

倉本　和造

見角　　進

山下　英子

水谷　孝治

細谷　清貴

樽川　ケイ

田中さよ子

末永　　明

安武　常子

加藤　耕造

小磯　忠夫

大城　正則

敬称略

太田　　護
大山　倉造
畑　祐己子
福島　政美

松谷　幸子
宮崎賢一郎
茂木　よし

敬称略

正
会
員
と
し
て
引
き
続
き
事
業

の
発
展
に
寄
与
し
た
方
に
対

し
、
会
員
の
模
範
と
し
て
位
置

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
正

会
員
と
し
て
、
16
年
以
上
引
き

続
き
在
籍
し
て
い
る
方
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
4
年

度
に
新
た
に
ゴ
ー
ル
ド
会
員
と

な
っ
た
7
名
の
方
を
紹
介
し
ま

す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ

た
賛
助
会
員
の
方
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
大
志
会

　
今
井
歯
科
　
様

　株
式
会
社

　
武
蔵
野
銀
行
八
潮
支
店
　
様

社
会
福
祉
法
人
　

八
潮
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

　

セ
ン
タ
ー
で
は
「
表
彰
規
程
」
に
基
づ
き
、
長
年
に
わ
た
り
就
業

し
た
21
名
の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様
の
模
範
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

植
木
の
手
入
れ
、
除
草
作
業

及
び
毛
筆
あ
て
名
書
き
の
仕
事

を
し
た
い
方
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務

局
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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